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カナダ金融政策（2022年4月）
利上げペース加速とQT開始を決定

1/1

2022年4月14日

（出所）カナダ銀行、大和アセット

（実績：2019年1月末～2022年2月末）
（予測：2022年末～2028年末）

図2：カナダ銀行の国債保有残高

（億カナダ・ドル）

中立金利に向けた速やかな利上げを進める公算

カナダ銀行は4月13日（現地、以下同様）に金融政策決定会合を開催し、①政策金利の0.50％から

1.00％への引き上げと、②QT（量的引き締め）の開始、を決定しました。

利上げについては、カナダ経済が全体として新型コロナ禍から完全に回復し、需要が供給能力を上回る

状態に移行していることに加え、ウクライナ情勢の緊迫化によりインフレ圧力が一段と高まっていること

などを受け、前回3月会合の0.25％ポイントから0.5％ポイントに拡大されました。また、マクレム総裁は

会見で、どこまで利上げを進めるかはインフレ見通し次第としながらも、ひとまず中立金利に向けた利上

げを想定すべきとの見解を示しました。カナダ銀行が推計する中立金利は、今回引き上げられて、2.5％

を中心に2～3％となっています【図1】。カナダ銀行はインフレ率が今年末でも前年比4.5％とインフレ目

標のレンジ（1～3％）を明確に上回った状態が続くと予想しており、また政策金利は依然として中立金利

を大きく下回っているため、目先はハイペースでの利上げが続きそうです。

QTについては、4月25日から保有債券の再投資を停止することを決定しました。保有債券の途中売却は

想定されていませんが、それでも保有残高は今後数年で急速に縮小することになります【図2】。

こうしたカナダ銀行のインフレ抑制に向けた積極的な金融引き締め姿勢は、今後もカナダ・ドルの下支

え要因になると考えられます。

図1：カナダの中立金利と政策金利

（出所）カナダ銀行、ブルームバーグ

※中立金利はカナダ銀行の推計値（新型コロナ発生直後は一時的
に公表が停止されていた）

（％） （2017年1月初～2022年4月13日）

※予測は、カナダ銀行の発表内容に基づいた大和アセットの試算
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